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東北農政局山形県拠点交渉（全農林労働組合山形分会）

議 事 要 旨

１．開催日時：令和３年１月１４日（木）１７：２０～１７：４５（２５分）

２．場 所：東北農政局山形県拠点 ２階大会議室

３．出 席 者：東北農政局山形県拠点

平野 勝由 地方参事官（山形）

中里 剛 総括農政推進官（総括、管理、地域連携）

小関 恵子 主任農政推進官（管理）

全農林労働組合山形分会

本石 俊明 執行委員長

中川 嘉浩 副執行委員長

齊藤 一昭 書記長

門脇 求彦 財政部長

４．議題：労働諸条件の改善について ほか

（全農林労働組合山形分会提出 別添「要求書」）

５．議事概要：

〈要求書提出〉

（総括農政推進官）

それでは、本日の交渉に先立ち、国家公務員法第１０８条の５の規定に基づく予備交渉

の段階で取り決めた事項を報告します。

全農林労働組合山形分会から提出された要求事項が「農林水産省における新たな労使関

係の構築に関する基本方針」のⅡのⅠの（３）に定められた要件を満たし、交渉の対象と

する事項は、要求書の記のⅠの１のうち「ＩＣＴ等を活用した職場における厳格な勤務時

間管理を直ちに実施し、」を除く部分、Ⅰの２のうち「超過勤務の上限規制を完全に遵守

するとともに、」及び「また、超過勤務手当については全額支給すること。」を除く部分、

Ⅰの３、１の４のうち「及び相談員制度の機能化」を除く部分、Ⅰの５、６、Ⅰの７のう

ち「職員に対し、障害者に対する理解を促進するための研修等を実施し、」を除く部分、

Ⅰの８、Ⅱ、Ⅲとし、その他の事項については管理運営事項等に該当することから、要望

事項として接受することで整理しました。

これを前提として、交渉を始めます。

（委員長）

お手元にある要求書につきましては、職場実態点検をふまえて組合の声をまとめさせて

いただいたものです。
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また、昨年当初からのコロナウイルスの拡大ということで、いままでにない状態という

ことも踏まえまして、中身については書記長から詳しく説明させていただきます。

（書記長）

私の方から、要求書について、項目に沿いながらご説明させていただきたいと思います。

Ⅰ 労働諸条件の改善について

１～３ 超過勤務について

就業時間前の業務等に対する超勤について再度徹底していただきながら、職員の業務

の遂行状況についてもより細かな状況把握に努めていただき、超過勤務の縮減に向け対

策を講じていただきたい。

また、２０１９年４月に施行された働き方改革関連法の中で、月の上限が４５時間、

年の上限が３６０時間となっております。職員とのコミュニケーションを図りながら状

況把握に努めていただいて職員の無理のない超過勤務命令となるよう心がけていただき

たい。

４ セクシュアルハラスメント、パワーハラスメントについて

ハラスメントについては、受け手の働き方や受け取り方によってハラスメントにつな

がる場合があります。各種研修を活用していただきながら、職場内の共有認識の醸成に、

務めていただきたい。

５ 年次休暇や夏季休暇について

こちらについては、ここに書かれているとおりです。

６ ワークライフバランスについて

管理職の方が、部下職員のスキル、抱えている仕事量や労働時間などを管理すること

で作業効率も上がり、短時間でも集中できるようになると思われることから、仕事の進

展度合いや完了報告など報告連絡相談を図ることで全体の把握、マネジメントに努めて

いただきたい。

７ 障害者雇用について

この職場でも雇用されている方がいますが、継続的に業務を担っていただけるために

は、ともに働く者の理解が必要であり、業務の理解度を深める必要があると考えますの

で、障害者が働きやすい職場を作っていただきたい。

８ 管理者と職員とのコミュニケーションについて

人事評価の面談時に限らず、日常的に個々の状況に耳を傾けていただいて職場環境の

向上に努めていただきたい。

Ⅱ 福利厚生施策の充実について

東北農政局管内においても、メンタル関係で休職を余儀なくされている職員も多数お

られるのではないかと思います。メンタルヘルスに係る研修、ストレスチェックの活用

により職員の健康状態の把握に努めていただきたい。

Ⅲ 人事評価制度について

Ⅰ（８）と重なるところもありますが、個人の人事評価の結果が面談において評価内

容がしっかりつながっていない状況では、職員のモチベーションが低下することになり

ます。職場内において、日常のコミュニケーションの醸成を図っていただいて、職員が
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相談しやすい雰囲気作りと納得して業務に取り組めるよう面談に努めていただきたい。

（地方参事官）

いくつかの項目に沿って、回答させていただきます。

まず、超過勤務についてです。

超過勤務については、超過勤務命令で行っていただくもので、個人がそれぞれ勝手

に行うことはあり得ないことであり、しっかりした対応のもとで行っていただきたい

と思います。

実際の超勤の状況を見ますと、山形県拠点内では過度な超勤にはなっていないとは

思います。一方で、やはり各業務において、時期的にどうしても偏ったり業務が集中

することがあり超勤をしていただくことがあるのが実態だと思います。業務の性質上、

時期をずらすというのはなかなか難しいことがありますので、一部の超勤が発生する

のは理解していただきたいと思います。ただ、その中で業務の見直し、業務分担ある

いは人員の配置を見直しさせていただいて、できるだけ一部の者に偏らないようなこ

とに取り組んでいくようにしていきたいと思います。

２点目はハラスメント関係です。

これにつきましては、年に一度ハラスメント週間があり、その時には研修等をして

いただくような仕組みになっておりますけど、常日頃からそのような状況にならない

よう風通しの良い職場を目指して取り組んでいきたいと思います。

３点目としては年次休暇の関係です。

これについても、各チームで計画表等を作っていただいて、取得しやすい状況をと

っていただいていると思います。

また、夏季休暇については年次休暇と組み合わせて長期の休暇を取っていただくよ

うな取組を実施させていただいていると思いますので、その中で今後、連続休暇の取

得推進をしていきたいと思います。

昨年度から、１０日以上の休暇保持者については５日以上休暇を取るようにとの指

針もでておりますので、今年度の状況をみながら、そういう方には進んで休暇を取っ

ていただくような取組をさせていただいております。偏りのないようできるだけ平均

的にとっていただけるようなことで管理職の皆さんにも周知していきたいと思います。

ワークライフバランス関係につきましては、働きやすい職場づくりということにな

りますけれど、現在でもフレックスタイムを取られている方もおりますし、機能され

ていないということではないと思いますので、引き続き、取りやすい環境に努めてい

きたいと思います。

次の障害者雇用についてです。

非常勤職員の方２名を２０１９年１０月から雇用させていただいています。今後も、

障害者の方に寄り添った対応が必要だと思います。引き続き、働きやすい職場づくり

に努めていきたいと思います。

８点目の明るく働きがいのある職場については、我々もそう思いますので、何でも

話せるような風通しのよい職場づくりをすすめていきたいと思います。

次に、Ⅱ 福利厚生関係で、メンタルヘルスの関係です。

非常にこれについても昔と違って多忙で、いろんな環境も変わってきているところ

で心を病む方も増えているのかなと思います。そのような方にも、真摯に向き合いな
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がら対応させていただきたいと思いますし、そういう面では診察していただく健康管

理医の確保もしておりますし、本当に体調が悪くて仕事になかなかこられないような

方がいれば休んでいただいて、体調をもとに戻していただくというのは必要かなと思

っています。そういうことを含めながら、回復に向かうようなことは応援させていた

だきたいと思います。

Ⅲ 人事評価についてです。

人事評価については、評価者と被評価者の日頃のコミュニケーションが非常に大切

であると考えており、管理職会議等でも、期首面談時、期中の指導等及び期末面談時

にしっかりと話し合うためにも、常にコミュニケーションを図って行くように指示し

ているところであります。

（委員長）

長時間にわたりご対応いただきありがとうございました。今後ともよろしくお願いいた

します。






